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 [授業の概要・目的]
　政治や社会に歴史があるように、医療にも歴史がある。今日の医学は、諸科学の中で最も社会的
に信頼のおかれる学問の一つであるが、その時代ごとにかたちを変えてきた。そして、その変化か
ら歴史を読み解くこともできるし、政治や社会の歴史では見えてこないことも多くそこに含まれる。

　本講義では、医療史の観点から西洋近現代史を中心に論じる。その内容は、大きく３つにまとめ
られる。まず第二回から第五回までは、全体の前提となる事柄を扱う。それをもとに、第六回から
第九回まで、政治と医療の関係について取り上げる。そして、さらにそれらを踏まえて、第一〇回
から第一四回までは、講義者が現在取り組んでいる研究の成果を還元する。

 [到達目標]
　医療史の観点から、西洋史の基礎知識を理解する。それを通じて、近代的な身体観や健康観を相
対視することができるようになる。

 [授業計画と内容]
授業回数はフィードバックを含めて全15回とする。

１．イントロダクション

２．古代の身体観・健康観

３．医療の多元性

４．コレラと公衆衛生

５．天然痘とワクチン

６．身体の国民化

７．性に関する科学

８．ファシズムと医療

９． コロニアリズムと医療

１０．よみがえる古代

１１．「人工」太陽

１２．保養地での医療

西洋史II(2)へ続く↓↓↓



西洋史II(2)

１３．森とサナトリウム

１４．啓蒙とその「効用」

１５．フィードバック

 [履修要件]
特になし

 [成績評価の方法・観点]
期末筆記試験（100点）で評価する。論述形式で、講義内容の理解や、設問に対する解答の論理性
および独創性を評価する。

 [教科書]
授業中に指示する
授業中に資料を配布する
 [参考書等]
  （参考書）
授業中に紹介する

 [授業外学修（予習・復習）等]
予習・復習は、授業で配布した資料を利用するとよい。授業中に紹介する文献や、図書館で関連す
る文献を自分でみつけ、読んでみることで、理解をさらに深めることができる。

 [その他（オフィスアワー等）]
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